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週刊読売,139
日
本
で
は
、
他
人
の
出
身
高
校
が

話
題
に
な
り
ゃ
す
い
時
期
が
二
産
ほ

ど
あ
る
。
二
月
の
東
大
な
ど
、
国
立

大
学
合
格
者
発
表
の
と
き
と
、
こ
の

高
校
野
球
の
と
き
で
ぁ
る
。

こ
と
し
甲
子
国
に
集
ま
っ
た
代
表

四
十

一
校
を
見
て
み
る
と
、
ど
こ
も

名
門
校
ぞ
ろ
い
。
し
か
し
、
春

（進

一こ
の
名
門
よ
り
は
夏
（野
球
）
に
話

題
に
な
り
や
す
い
名
門
校
が
多
い
。

そ
の
中
で
、
春
も
夏
も
話
題
に
な
る

高
校
が
あ
っ
た
。
愛
媛
県
代
表

・
合

治
西
高
校
が
そ
れ
だ
。

◇
　
　
　
　
◇

今
治
西
高
は
三
十
八
年
、
準
決
勝

で
剛
腕
投
手

・
池
永
を
擁
す
る
下
関

商
と
対
戦
、
３
に
２
で
惜
敗
は
し
た

が
好
試
合
を
展
開
し
て
ス
タ
ン
ド
を

沸
か
せ
た
。
そ
の
今
治
西
が
三
年
ぶ

り
五
回
日
の
甲
子
囲
の
上
を
踏
む
。

一
例
年
な
ら
打
撃
中
心
の
攻
め
る

野
球
だ
が
、
こ
と
し
は
投
手
を
中
心

に
し
た
守
り
の
テ
ー
ム
買
本
富
健
次

郎
先
生
）
と
い
う
通
り
、
ェ
ー
ス
近

藤
と
控
え
の
三
谷
を
押
し
た
て
て
、

県
予
選
六
試
合
の
う
ち
、
三
試
合
を

一
点
差
で
逃
げ
切
っ
て
、
キ
ッ
プ
を

手
に
し
た
。

県
下
で
も
松
山
商
、
新
居
浜
商
、

西
条
高
と
並

ん
で
、
四
強
の

一
角
を

古
か
、
全
国
莉
に
も
ツ
ト
に
知
ら
れ

た
昨
求
名
門
校
だ
汎
、
地
元
で
は
む

し
ヶ
、
進
学
の
名
＝
校
ど
一
ビ
響
剤

が
高
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
■
，

り
。
進
学
率
も

一
〇
〇
％
。

他
県
の
教
育
マ
マ
が
聞
い
た
ら
、

日
を
回
す
よ
う
な
数
字
だ
が
、
こ
れ

で
も

　

，

「
今
年
は
県
下
で
、
松
山
束
高
に

次
い
‘

一番
目
」

（加
治
定
夫
教

頭
）・な
の
だ
そ
う
だ
。

今
治
市
は
、
旧
久
松
藩
三
万
五
千

石
の
城
下
町
、
若
き
日
の
徳
宙
薦
化

が
青
春
の
一
時
期
を
送
り
、
明
治
の

キ
リ
ス
ト
教
史
に

「今
治
バ
ン
ド
」

の
名
を
築
い
た
。
い
ま
は
タ
ォ
ル
上

産
全
国

一
に
象
徴
さ
れ
る
典
型
的
な

商
工
港
湾
都
市
。

明
治
三
十
四
年
創
立
の
旧
制
今
治

中
学
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
今
治
西
高

の
佼
瓜
は
「
町
の
性
格
も
あ
っ
て
、

″克
苦
勉
励
型
〃
゛

そ
れ
を
反
映
し
て
か
、
名
を
成
し

た
ｏ
Ｂ
が
多
く
、
画
家
の
野
―ｌｌ‐
仁
根

さ
て
野
球
部
。
も
ち
ろ
ん
部
員
三

十
五
人
全
員
が
進
学
を
希
望
ｔ
て
い

Ｚυ。「
例
年
二
、
二
人
は
日

立

に
進

む
ん
だ
が
、
今
年
は
ど
う
か
な
。

ま
、
今
年
の
出
場
校
の
な
か
で
は

ウ
チ
が
学
力
的
に
は
ト
ッ
プ
で
は
な

い
で
し
■
う
か
」

と
、
亀
山
和
麿
監
督

は
胸
を
張

Ｚ
υ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
の
高
校
、
他
に
も
ポ
ー
ド
部
、

弓
道
部
な
ど
レ
ベ
ル
の
高
い
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
総
し
て
運
動
熱
は
盛
ん
だ

が
、

「武
」
だ
け
を
志
す
者
は
い
な

い
。
と
は
ぃ
っ
て
も

「文
武
両
道
」

檜
垣
修
氏

田
坂
輝
敬
氏

丹
下
健
三
氏

山
本
弘
氏

各
分
野
に
有
名
人
Ｏ
Ｂ
輩
出

こ
と
し
は
例
年
よ
リ
デ
キ
が
悪
か

っ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
で
も
、一ぺ
大
六

人
、
東
大
三
人
、
大
阪
大
十
人
を
摯

頭
に
国
立

一
期
使
が
百
六
十
二
人
、

氏
、
建
築
界
の
丹
下
健
三
氏
、
田
坂

輝
敬
新
日
鉄
社
長
、
山
本
弘
住
友
“

託
銀
行
会
長
、
乗
江
義
夫

川
崎
製

鉄
副
社
長
、
檜
垣
修
三
和
銀
行
副

．
頭
取
、
キ
尾

ｌｌｉ
二
東
京
高
裁
判
■

ら
、
各
界
に
人
物
を
送
り
出
し
て
い

２
つ

。

進
学
熱
が
高
い
と
は
い
っ
て
も
、

今
治
市
に
は
予
備
校
、
進
学
塾
と
い

っ
た
も
の
は
ゼ
ロ
。

「
課
外
補
習
も
三
年
生
が
夏
体
み

な
ど
に
や
る
程
度
で
、
ガ
リ
勉
グ
イ

プ
の
子
は
少
な
い
で
す
な
」

（加
治

教
頭
）
も
っ
と
も

「
こ
こ
二
、
三
年
は
医

学
部
に
人
気
が
集
ま
つ
て
い
る
」
と

い
・つ
。

の
ハ
ン
デ
は
隠
せ
ず
、
野
球
部
員
の

多
く
は
、
早
稲
田
、
法
政
、
中
央
、
′

駒
沢
と
い
っ
た
、
六
大
学
、
東
都
の

「野
球
名
門
校
」
に
進
学
す
る
の
が
多

い
そ
う
だ
。
今
治
西
出
身
で
プ
ロ
野

球
で
活
躍
し
て
い
る
の
は
、
阪
急
の

代
打
男

・
高
井
、
大
洋
の
重
松
だ
。

こ
こ
の
練
習
は
放
課
後
、　
ス
ロ理

的
か
つ
ハ
ー
ド
」
に
四
、
五
時
間
や

っ
て
、
サ
ッ
と
切
つ
上
げ

る
の
が

″伝
統
″
だ
。
　
　
　
一

今
年
，
ス
テ
―^
ト
ア
マ
な
ら
ぬ
、

″
ハ
イ
ス
タ
ー
ル
ア
マ
〃
の
よ
う
な

４名
門
私
立
″
が
ズ
ラ
リ
。
と
て
も

こ
の
程
度
の
練
習
量
で
は
と
、
心
細 二

期
校
が
九
十
二
人
。

こ
と
し
の
卒
業
生
が
四
百
五
十

一　
一

人
と
い
う
か
ら
、
国
立
大
進
学
者
だ

け
で
ゆ
う
に
半
数
を
超
す
名

門

ぶ

く
な
る
が
‥
・
Ъ

亀
山
監
督
は

「高
校
野
球
は
総
合

力
。
ウ
チ
は
、
革
野
球
並
み
の
技
術

で
、
プ

ロ
に
ス
カ
ゥ
ト
さ
れ
る
よ
う

な
子
も
い
な
い
が
、
テ
ー

ム
ワ
ー

ク
、
精
神
力
は
ど
こ
に
も
負

け
な

槽
校
野
球
に
ス
タ
ー
ブ
レ
ー
ヤ
ー

は
い
ら
な
い
は
す
。
き
っ
と
い
ぃ
試

合
を
し
て
み
せ
ま
す
よ
」

と
、
自
信
の
ほ
ど
を
チ
ラ
リ
。

最
近
の

″野
球
高
校
″
の
甲
子
田

進
出
に
は

「
関
係
あ
り
ま
せ
ん
」
Ｌ

か
わ
し
、

「高
校
生
は
あ
く
ま
で
学

業
が
本
分
ヽ
　
原
、
酒
非
ら
ス
タ
ー

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
人
気
で
埋
ず
ま
り
そ

う
な
今
夏
の
甲
子
囲
だ
が
、
こ
れ
を

苦
ヽ
し
く
思
う

「
熱
狂
的
フ
ァ
ン
」

の
た
め
に
も
、
す
が
す
が
し
い
活
用

を
み
た
い
も
の
で
す
。
‘

飛

誌

・
大
津
俊
彦
記
者
）

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
精
神
力
で


